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広報ゑ
舎月のおも怠記事

。 どうなるあニJ!JI転作……(2X：~）

0必の会［＆｜

火災千｜均巡動....・ H ・・（4)

0新川lムt虫l舗議会泌iとに

山l利 政次氏・……・・（5)

Oみんなのスポーツ・・・・・・・…・・（8)

0 3 Jjの蝕l;)t... ・・・…・・・・・・(<J) 

也紺56~3月10日発行 発行所鈎日匂役場ft(07658)3・1100 （干939・07)昭和321:王8月8日第3極郵便物認可 定価25円 印刷高田印刷

IIベτ

「どうもスポーツは自信がなく

て」とあ、っしゃるあなたに「ビーチ

バレーボール I をおすすめします。

このゲームは、ビーチポールを

使つての従来から行われていたも

のを「町民一人 lスポーツJを舷進

する我が町が住民スポーツへと普

及させるため町独自のルールを作

り新しいスポーツとして昭和54年

に誕生させたものです。

、‘

、e

56年
町のようす ｛） 内は 総人口 男 女
3月 1日現在 対前月比 19.086(+37) 9,012(+40) 10,074(- 4) 

転入転出出生死亡 t世穆敏
84 56 16 7 5,117(+48) 
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水
図
利
用
再
編
対
策
は
、
米
の
過
剰

と
い
う
事
態
に
対
し
て
国
民
の
食
生
活

に
お
け
る
米
の
見
直
し
に
よ
り
米
の
消

代
拡
大
を
図
り
な
が
ら
他
方
に
お
い
て
、

米
か
・
句
不
足
農
産
物
へ
の
転
換
を
進
め

米
の
需
給
均
衡
を
図
る
た
め
、
昭
和
日

年
昨
は
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
米
の
過
剰
傾
向
は
依
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口
、
つ
な
る
第
．．．．．． 

日
年
度
H
2
7

期
転

・圃圃．

然
解
消
さ
れ
ず
、
第
二
期
対
策
で
は
さ

ら
に
転
作
等
目
標
面
積
を
鉱
大
せ
ざ
る

会
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
第
二
期
対
策
は
実
施
の
段
階

に
入
り
、
第
一
期
の
緊
急
避
難
的
性
格

を
脱
し
、
計
画
性
と
収
益
伎
を
考
慮
に

入
れ
た
転
作
が
強
〈
望
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
第
二
期
対
策
中
の
改
正

“
 

－て

米の消費と生産および在庫量の推移図

SS S4 53 46 45 ・4・2・OJ宇 41

と
日
年
度
の
転
作
実
施
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
た

水
田
利
用
再
編

第
二
期
対
策

目
年
度
よ
り
3
年
間
に
わ
た
り
実
施

さ
れ
る
水
図
利
用
再
編
第
二
期
対
策
は

去
る
1
月
幻
日
に
県
か
ら
市
町
村
に
a

耐

績
配
分
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
る
と
、
同
年
度
は
、
当
町

全
水
悶
面
輔
の
約
U
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ

た
る
町
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
こ
の
面
械
は

五
mm庄
、
泊
地
区
の
水
図
面
積
に
匹
敵

す
る
非
常
に
広
大
な
も
の
で
あ
り
良
質

米
生
産
を
中
心
と
す
る
当
町
農
業
に
と

っ
て
、
儀
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

お
リ
ま
す
ω

間
引
作
の
と
こ
ろ
決
ま
っ
て
い
る
主
な

改
定
・
改
正
内
容
は
お
お
む
ね
次
の
と

お
り
で
す
。

市

町
補
助
金
の
改
定

O
第
二
期
の
鈴
励
補
助
金
は
第
l
表
の

と
お
り
で
す
。

。
定
治
性
の
高
い
い
転
作
を
誘
持
す
る
た

め
、
け
昨
日間
転
作
地
区
に
お
い
て
、
質

の
向
い
連
判
同
地
を
形
成
し
て
行
わ

れ
る
転
作
に
対
し
て
加
算
す
る

「同

地
化
加
算
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

転作等奨励補助金の体系と水準

、作物下＼’品こ区ナ＼＼一分一＼ぞ一 －里一！＼補一助ー〈会－芝J町~策、一
第 2 期 （56 年 ～ 58 年）

主主 4: 富民 力日 害事 !ti 

（例制520～） H副 加 l算% 定消化加算金 団地化加算（新設）
S:Ukgとした場合 （転仲間 ） 

県補助金 町補助金 町補助金とした場合 国繍助金

特定作物
大豆、飼料作物、 54,000 円 7,900内

円 円
10.000 円

円
めi 麦、そI!
作 トー－－・E・－一一一
奨 永年性作物

果樹（繕猿i産5年以内のもの｝
54,000 7,900 10,000 袋、その他の木、本佳作物等

励
特定作物、木年性作械i 39,000 6,000 5,000 2,000 7,500 5.000 

防1 一般作物等
物以外の作物等

金

" 3匹 34,000 6,000 7,500 

管理転作
転 作の場 ノι、， 39,000 6,000 7,500 

奨励補助金
保全管理の場合 39,000 一

一 一
土地改良通年地行 補助 金 39,000 

第 1表

q
d
n
u
n
h
u
 

(2) 

ー眠法本音質については、朝日町平均です。
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門
川
度
改
正
の
内
容

一

。
水
年
性
作
物
に
係
る
定
泊
分
の
カ
ウ

ン
ト
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
a

計
年
度
以
降
．
奨
励
補
助
令
の
交
付

期
間
が
続
過
し
た
・
水
年
・
性
作
物
等
に

係
る
転
作
川
に
つ
い
て
は
、

第
二
則

の
則
問
中
｛訂
年
度
お
よ
び
回
年
度
六

日
係
述
成
の
判
定
上
転
作
実
施
刷
附
い

に
算
・
人
し
ま
す
。

O
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

（日
年
度
ま
で
に
定

析
し
た
も
の
を
除
く
）
に
つ
い
て
は

日
正
出
以
降
一

般
作
物
扱
い
と
し
ま

す
c

集
団
転
作
が
幻
集
落
に
増
加

さ

日
午
皮
に
お
い
て
、

農
家
が
実
施
し

た
転
作
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と
第
2

五
の
よ
う
に
な
リ
、
特
に
出
川
転
作
を

特
定
作
物
で
実
施
さ
れ
る
集
必
が
ふ
え

て
い
ま
す
。

M
年
度
げ
協
同
で
あ
っ
た
能
川
転
作

が
臼
年
に
は
お
県
議
と
な
り
地
地
ぐ
る

み
の
話
し
合
い
に
紘
一
づ
い
た
集
問
転
作

報一一一一一一…あ

が
推
進
さ
札
た
も
の
と
思
わ
れ
草
す
も

ま
た
、
収
佳
作
の
向
い
作
物
選
定
と

ん
必
消
を
促
進
す
る
体
制
を
つ
く
リ
あ
げ
、

以
則
的
に
実
施
さ
れ
る
水
川
利
用
併
制

付
前
に
対
応
で
き
仰
る
仙
取
得
内
で
の
ぷ

し
んH
い
が
、
今
後
と
も
飛
裂
に
な
っ
て

く
る
と
忠
わ
れ
ま
す
。

永年作物 1.2%

作付状況を見てみますとやは リ1必l列f;;f1：が進んI！紡！袋、
機械対応力＇lli!'ll＞；；特定作物が令i本の6測を，r；めています。

•I• でも大炎のIHtカ＇ 'f· 々 J広大 L. 55-'f. fkまさ ~で約 I(附
へ7？ールの！Htがあり．例年からくらべますと約21丘あ
まりにもな勺ています

昭和55年転作等実施状況

ーー昭仰32年8月8臼 r十
"・ 3栂 純情吻I.{'司 IL>. 

第2表

4
月
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

（年金だよ

「ま
た
、
保
険
料
が
あ

が
る
ん
で
す
か
：
：
：
」
と

た
め
息
を
つ
か
れ
る
、
』
と

で
し
ょ
う

同
民
支
恨
の
似
険
料
は
、

加
入
し
て
い
る
す
べ
て
の

人
が
、

一
定
の
制
を
納
め
る
し
く
み
に

な
勺
て
い
ま
す
e

如何什札

一
ヵ
川
に
つ
き
3
下
川
円
の
保

険
料
納
で
す
が
、

4
月
か
ら

一
ヵ
川
分

が
4
千
削
円
に
家
わ
リ
ま
す
ν

同
氏
年
分
一の
似
険
料
は
、
な
ぜ
あ
が

る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
高
齢
酌
化
社
会
が
急
速

な
テ
ン
ポ
で
進
み
、
左
紛
年
金
や
通
算

在
鈴
年
金
な
ど
の
年
金
受
給
者
が
ふ
え

絞
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

も
ヲ
一
つ
は
、
物
価
の
上
u什
に
応
じ

て
年
金
制
も
ス
ラ
イ
ド
し
て
引
き
上
げ

ら
れ
る
た
め
で
す
。

「安
い
保
険
料
、
向
い
年
金
」
は
だ

れ
も
が
望
む
・
』
と
で
す
。

し
か
し
：：：
‘
同
氏
年
金
制
度
は
、

年
全
を
す
け
る
人
と
保
険
料
を
納
め
る

人
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
干
均
か
命
の
延
び
、

物
価
の
し
し
舛
な
ど
を
存
え
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

同
の
負
判
が
ふ
え
て
い
く
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
加
入
者
の
保
険
料
負
判

も

少

し

ず

つ
ふ
や
し
て
い
〈
ニ
と
が

必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。

な
わ
ぬ
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る

か
た
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
リ
制
円
で
す

の
で
、
定
額
保
険
料
と
合
わ
せ
て

一
ヵ

リ
4
下
蜘
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

（
四
期
分
）

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う

年
全
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
国
民
年
金
係

（宮
3
H
1
1
0
0内
線
泊
）
ま
た
は
魚

湾
社
会
保
険
事
務
所
｛
宮
0
7
6
51

M
MH
1
4
9
4
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

(3) 

「
小
型
船
交
通
安
全
」

講
習
会
が
開
か
れ
ま
す

日
山
県
小

引

慣

品
安
全
協
会
で
は
、

近
年
の
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
り

mえ

る
小
引
船
舶
の
海
熊
ギ
散
防
止
と
安
全

思
想
普
及
の
た
め
嫌
判
会
を
聞
き
ま
す
。

小
引
船
の
所
布
者
の
ガ
は
、
ぜ
ひ
受

泌
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

4
片
山
日
川
午
後
l
時
1
4時

会
場
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
ス
ラ
イ
ド
上
映
と
講
習

議
師
伏
木
海
上
保
安
部

O
持
参
す
べ
き
も
の

小
引
船
交
通
安
全
協
会
員
証

す
の当

l:l 
'i 

午
前
日
時
か
ら
交
付
し
ま

4
片
山
日
に
受
溝
で
き
な
い
万
は
、

5
月
中
旬
に
魚
川
市
で
も
講
料
金
が
行

わ
れ
ま
す
・
の
で
、
そ
れ
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
佐
波
茂

（宮
2
H
O
2
9
1
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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出火原因のトップは

た＇＇こ昭和35年以来‘ 19年間“独走．

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

あ
な
だ
で
す
／

火
事
を
出
す
の
も
防
ぐ
の
も

運
動
期
間

3
月
初
日
か
ら
お
日
ま
で

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
の
空
気
の

乾
燥
と
強
風
の
小
き
や
す
い
時
期
に
対

し
、
火
災
発
生
防
止
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
次
の
が

．mに
は
十
分
注
立
し
て
く
だ
さ
い
。

報一ー… あ広

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
配
m暴
の
峨
姉
、
掛

川開が
F
Jえ
ら
れ
ま
す
の
で
、
点
検
、

修
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
中
は
午
前
7
時
と
午
後

9
時
の
2
回
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま

す
。ま
た
、
山
火
事
予
防
運
動
及
び
卓
耐

火
災
予
防
通
動
も
同
時
に
実
施
さ
れ
ま

す
。；；肖：l

：防 ；［
. ·• ・' ~ 

：季：
；演；·~ 
：習？

－

3
月
白
日
（日
）
｜

制
H
町
消
防
間
科
学
出
刊
れ
が
次
の
削
官

制
で
実
施
し
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま

す
の
で
火
災
と
間
進
わ
な
い
で
く
だ
さ

－
期
日

・
場
所

・
時
間

3
月
却
日
（日
）

朝
日
町
全
域

－
午
前
7
時
初
分
l

（演
習
招
集
信
号
）

・
午
前
8
時
i
午
前
ロ
時

（
消
防
車
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
音
）

消
防
団
存
季
演
習
の
際
、
次
の
表
郎
幹

伝
達
を
行
い
ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

都
水分 6
~.＇； l・tl分
長 1-11

t辞．

富
山
県
知
事
表
彰

工力

績

章

守
－

J

2J
ト
J
H川

会
M
7〈
’
J
t
r

f•I.• 

L
J
U
H
－－s〈

，，，，，
a卜
E

・e．，
H
H
h
v
 

本青

重力

章

お
h1

3
‘、J
H川

1
1
7
1
 i~l' 

u 

~ 

日
本
消
防
協
会
畳
表
彰

・

精

績

章

第
5
分
間
副
分
団
長

動第
5
分
間

第

6
分
団 続

章
長員

富
山
県
消
防
協
会
畳
表
彰

・
功
績
膏
花
章

第
6
分
団

・
功
績
賞
花
章

凱
3
分
間

・
勤
続
緑
花
章

第

1
分
間

第

2 “ 
分”
円1

II II 1
 
1
 

第

4
分
間

1
 
1
 

閉山

5
分
間

・
勤
続
銀
章

部
1
分
間

Hえ

班団EI ~f. 削
分
川
一以

山

本

部

長

北

山

肌

長

十

U
出

z
国
I
，L出
井

u
岡
本
水
山
川

山
村
成

団閃川

町

長

脅B

長長
II II 

!4 H 長

・
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

応
部
4
分間山町．ぃ
K

厄
第
5
分
間
部
・
u
k

荒
川
与
三
次

松小
本林

由義
雄 正

O
た
ば
こ
の

「投
げ
折
て
」
や

J
N似た

ば
こ
」
を
し
な
い
。

o
um外
で
火
を
燃
や
す
と
き
は
、
必
ず

消
防
持
へ
述
揺
す
る
a

o
t人
・
f
供
・
病
人
は
火
災
の
州
場
介

を
Y
J
え
て
避
燃
し
や
す
い
所
に
山
か

せ
る
。
ま
た
、
今
年
は
特
に
勺
が
多
か

ウ
た
た
め
、
材
、
吋
に
よ
る
燃
突
や
ブ

松
本

由
雄

谷
IJ 

良篤
i；条挙前j

舜繁－ i・1良
正 二 di郎れ－ 二

谷
u 
外
82 fJ 
名義

r11大
川i村

禿iJfi(
太 一

・
優
良
機
関
員
章
（
赤
色
章
）

(4) 

第

l
分
団

長
崎

釆
円

団

員

・
優
良
車
標
等
の
表
彰

表
彰
状

第
4
分
間
2
号
車

消
防
団
長
表
彰

・
消
防
協
力
者
表
彰

表
彰
状
態
的

朝
日
町
佐
谷
別
番
地

北
山

敏

－
小
・
中
学
校

卒
業
・
入
学
式

・

卒

業

式

小
学
校

3
月
初
日
（金
）

中
学
校

3
月
口
日
（
火
）

・

入

学

式

小
学
校

中
学
校

4
H
6
H
（刈
）

4
川
7
H
（火
）

－
保
育
所

退
所
・
入
所
式

・

遅

所

式

3
月
お
H
（
水
）午
前
9
時
却
分

・

入

所

式

4
H
4
H
（七
）午
前
9
時
却
分
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家
政
・
服
地
・
地
凶
域
社
会
の
人
間
関
係
の

湖
町
集
川
の
山
川
成
参
加
の
州
場
づ
く
り

の必－
袋
を
桁
揃
し
、
庁
少
年
の
れ
体
的

マ
出
動
に
よ
リ
小
満
を
解
消
し
‘小し
き
川γ

悲
・
を
併
さ
せ
る
よ
7
州民
、け
し
て
い
ま
す
ω

似
た
ち
は
山
手
区
・午
校
・社
会
の
准
け

い
を
去
に
し
次
の

4
つ
の
長
山
…川
動
に

よ
リ
制
川
町
の
汀
少
年
が
心
身
と
し
に

正
し
く
社
会
に
役
h
H一つ
人
に
成
以
す
る

よ
・
ヲ
労
め
ま
し
ょ
・
ヲ

青
少
年
の
健
全
育
成

新
川
広
域
圏

議
会
議
長
に

…山
岡
政
次
氏
就
任

…

、‘‘，
E
h
a，

朝
日
町
除
以
一

d
F
S
ι

h
l
L町

’’

a・
司
、
山
岡
政
次

釦

去
る
、

2
月
初
日
に
2
市
3
町
で
一

一
例
成
さ
れ
て
い
る
、
新
川
広
域
闘
が

一

一
務
組
A
H
議
会
の
2
川
定
例
会
が
閉
会
一

一
さ
れ
、
附
何
回
年
度
子
符
等
の
4
宙飛一

一
件
が
可
決
さ
れ
、
次
に
、
私
約
交
代
一

…
に
仰
w・7
、
淡
会
役
い
川
の
改
選
で
、
山
一

一
同
政
次
氏
が
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
…

「
J
リ

JHU日
川
汁
川
汁
川
J

ど
も
の
成
長
や
お
と
な
の
健
康
維
持
に

必

要

な

ア

ミ

ノ

酸
を
含
ん
で
い
ま
す
。

一
米
の
消
費
甑
大
一

l
l
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
…

＝
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー
一

刊
回
開
幽
．
，

vluw叫
崎
臨
初
凋
温
・
…

－

f
卜
卜
ト
ト
ト
｜
卜
1
し

E

U

国
副
・
司

、

下

／
弘
、

νiu
vu圃
…

…

支

は

誌
の
で
ん
ぷ
ん、

7
%

寸

別

人

司

a・

ha

・f
・－臨

…
の
タ
ン
パ
ク

質

主

主

ま

で

す

ヂ

55

W
騎
S
J
ー

‘
司
j

・
開
園

…
が
、
清
化
吸
収
率
も
よ
く
、

ω
g当

ス

1

相

聞

・

E”
山一

・

圃

亡

v

d

－－

…

；

合

子

ロ

リ

あ

り

ぞ

制

賞

美

照

頃

u
’d
園

！

司

哩

圃

…

と
く
に
タ
ン
ハ
ク
質
は
、
刷
物
性

町

秀

z

圃
闘
パハヤ
y
a
F
て

h

・

…
タ
ン
パ
ク
質
の
な
か
で
き
と
故
ん

往

憂

片

岡
陸
・

2
？

dJ
d

，‘‘画・

7
8に
伐
の
よ
い
も
の
で
す
。

ぷ

ャ

E陪
P
V
C

－4
園
田
・

一
ま
た
、
お
永
の
タ
ン
パ
ク
質
は
r
丁

目
・
圃

．．．．． ，骨MF杭
r
a

i
l計
れ
値
目
・
・
・

円

山リ臼町民

U
U

林

年
業
・進
qa－－成職
の
ン
｜
ズ
ン
ー
と
な

リ
、
山
少
年
の
一
郎
に
は
解
敏
感
ま
た

は
代
折
感
か
ら
非
行
に
定
る
ニ
と
が
必

雌
さ
れ
ま
す
。

行
少
年
の
千
以
化
は
戦
後
第
三
の
ピ

ー
ク
に
さ
し
か
か
り
悦
年
化
・集
団
化
・

法
力
化
の
隙
相
を
呈
し
、
μ
駅
近
は
享
一
足

内
・
や
校
内
暴
力
に
ま
で
発
反
し
社
会

の
総
本
的
派
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
し
、
さ
き
に
山
少
年
行

成
川
民
会
決
・
県
民
会
議
が
つ
く
ら
れ

わ
が
制
臼
町
で
も
附
係
九
同
体
に
よ
リ

附
利
回
年
行
少
年
宵
成
制
H
町
民
会
議

を
結
成
し
広
〈
町
民
の
符
係
と
共
に
青

少
年
の
川叫
んふ
育
成
に
努
め
て
い
ま
す

附
初
日
年
内
川
山
県
の

「山
少
年
の
仲仁

川
行
動
の
立
減
調
作
」
の
結
決
で
は
‘

ひ

健
全
な
家
庭

山
然
嵯
は
山
少
年
の
人
燃
形
成
の
州場
、

ニ
ど
も
を
．汁
．し
く
と
・
り
え
仰
し
つ
け

過
保
A
や
政
任
を
や
め
ま
し
ょ
・円
’u

家山地
で
の
役
訓
分
川
刊
を
き
め
刷
〈

．』
と
の
楽
し
さ
均
さ
を
教
え
何
て
も

ぷ
L
A
H
え
る
縦

f
の
い
似
附
係
を
つ

く
リ
ま
し
ょ
・ヲ

青
少
年
の
社
会
参
加
活
動

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
的
動
、
キ
ャ
ン
フ

な
ど
の
参
加
、
地
域
の
美
化
本
仕
什

さ

2 

報………一 あ

生
な
ど
を
も
リ
ム
げ
．
山
口
伝
併
問
、
山
同

訓
州
側
、
社
会
泌
術
立
ぷ
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
・1

3

地
織
ぐ
る
み
の
育
成
活
動

あ
い
さ
つ
の
鎗
を
｛
ヂ
挺
か
ら
地
減
に

ひ
ろ
げ
、
主
人
や
羽
析
を
い
た
わ
る

や
さ
し
さ
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
・

1

よ
く
な
い
・
｝
と
会
し
て
い
た
ら
勇

気
を
も
「
て
わ
が
U
M隙
．
愛
の一

h

刊
を
か
け
ま
し
ょ
う
ω

4

青

少
年
を
と
り
ま
く
環
境
浄
化

行
少
年
に
好
ま
し
く
な
い
出
版
物
、

映
州
、

．小
川時令
．な
朕
裂
な
ど
に
対
し

て
は
地
山
城
全
体
が

一
九
と
な
っ
て
付

液
を
必
じ
ま
し
ょ
・
ヲ

：寧L~ 
．幼 L
児 w
；教；
‘育 4

： る汗 ： 
4究 i
－ ． 

. ~』 ’
e τ%3' ~ 

eょ ，

L
る
2
川
日
日
、
県
下
の
家
庭
教
拘
円

円

f
織
の
リ
ー
ダ
ー
及
び
学
級
生
が
集
ま

勺
て
、
当
面
す
る
乳
幼
児
教
育
の
問
題

点
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

協
議
に
先
立
ち
、
『
チ
ど
も
の
成
長

と
純
の
役
割
』
の
減
組
で
、
日
必
病
院

小
児
科
医
長
江
本
初
出
氏
の
講
演
が
あ

リ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
わ
ね
り
で
す
ω

ω育
児
の
問
題
点

介
入
問
の
進
少
と
共
に
、
チ
供
述
に
た

く
ま
し
さ
が
な
く
な
っ
た
。

山口
児
立
地
叫
が
低
下
し
、

行
児
が
ド
予

に
な
勺
た
＠

問
赤
ち
ゃ
ん
は
、
ぜ
ひ
母
乳
で
。

ヱボ
供
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
軟
か
み

ゃ
、
川
畑
か
さ
や
染
め
る
本
能
少
作
う
て

い
る
ω

川
り
礼
で
山
口
て
る
こ
と
は
、
単
に

栄位
覚学
上
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
礼

．一
の
軟
か
い
刺
激
‘
以
か
い
悠
触
が
安

ら
友
、を
与
え
る
。
ま
た
、
岐
乳
巡
動
は

梨
ん
の
間
脳
の
発
行
を
促
進
す
る
の

一
打
、
ほ
械
は
、
礼
を
吸
わ
せ
る
ニ

と
に
よ
り
、
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
の
山
山
が
よ

く
な
り
．

f
供
へ
の
強
い
愛
怖
が
幼
い

て
く
る
。

お
吋
リ
、
品
し
か
け
な
が
ら
お
っ
ぱ
い

を
飲
ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
て
、
山叫

f
の

愛
情
が
深
ま
り
、

f
仙川
は
心
の
や
さ
し

い
rrに引
け
つ
。

ω富
岡
て
方
と
人
間
形
成

3
成
ま
で
に
．
そ
の
人
の
似
と
な
る

も
の
が
形
成
さ
れ
る
の
で
、
行
児
に
予

を
抜
か
な
い
で
、

愛
間
に
満
ち
た
開
川
崎

で、

町
の
よ
い
打
て
打
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

川町
愛
情
の
規
律
時
代

（3
期
）

の
乳
児
期
｜
し
っ
か
り
抱
い
て

話
し
か
け
て

の
少
年
期
｜
下
に
お
ろ
し
て

O
青
年
期
ー
は
う
っ
て
お
い
て

盲
目
的
愛
に
な
ら
な
い
占
っ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
則
に
合
っ
た
愛
情
の
・
不
し
方

が
必
要
で
あ
る
。

畠同
日
以
後
、
幼
児
教
育
の
方
法
に
閲
し

て
意
見
を
交
わ
しム口
い
ま
し
れ
’z

給
協
調
と
し
て
乳
幼
児
教
宵
は
、
「五
つ

を
教
え
て
三
つ
を
ほ
め、

一つ
を
叱
つ
で

あ
と
は
見
の
が
せ
、
見
の
が
す
こ
と
も

教
育
で
あ
る
J
と
い
う
放
事
の
と
お
り

だ
と
併
縫
認
し
、集
会
を
終
え
ま
し
た
。

(5) 
q
u
n
Uマ
／
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池
の
原
の

節目

キ
ツ
ネ
の
嫁
ど
り

0
羽
人

l
山
崎
0

ぷ
と
羽
入
の
村
の
村
人
は
家
の
外
へ
山

て
こ
の
行
列
を
な
が
め
れ
’
z

刊

行
列
は
池
の
似
と
ん
輿
石
谷
の
途
中
の
町

山
泊
あ
た
リ
を
ウ
ス
亦
い
色
を
し
た
あ
引

か
り
を
ポ
カ
ッ
、ポ
カ
ツ
さ
せ
、
見
台
…

れ
に
動
き
美
し
く
み
え
た
‘

…

近
年
ま
で
山
た
こ
の
キ
ツ
ネ
の
隙
ど
…

り
、
今
は
出
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

時
由

町
単
独
の

豪
雪
対
策
緊
急
融
資
制
度

今
冬
の
豪
雪
に
よ
る
町
内
の
中
小
企

業
者
の
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

町
で
は
左
記
に
よ
る
緊
急
融
資
制
度
を

設
け
ま
し
た
。ー’」

什
融
資
対
象
者
は
次
の
い
ず
れ
か
に
ぷ

当
守
る
お
で
町
長

（又
は
商
工
会
長
｝

の
必
定
を
つ
け
た
も
の

ω・
泌
勺
の
影
町
内
に
よ
り

一
川
中
の
光

上
向

｛え
は
中
．席
目
）
が
前
年
川
則

に
比
し
て
山
%
以
上
減
少
し
た
も
の

ω咲
勺
に
よ
る
工
場
、
店
舗
等
が
例

以
等
地
設
へ
の
憾
小
告
が
狩
し
い
も
の

け
融
資
条
件
等

川
資
金
使
途

・
ぶ
築
資
金

ω限
度
制
・
削
万
円

一
愛
犬
は
正
し
〈

飼
い

ま
し
ょ
う

・
①
合
U
M

（似
年

一
一川
｝

九刊
射

（似
年
計
作
秋
二
川
）

②
鬼
札
、
白
川
引
は
川
県
は
い
日
紛
に
つ
け

本
＋
し
ょ
・ー
匂

③
人
に
峰
山
峠
を
か
け
な
い
よ
う
、
政

し
制
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
ー

。

百
四
札
U
外
出
マ
ー
ク
③
は
H
に
つ
き
ゃ

す
い
刈
に
は
り
、

a
d
川
いれ

μ
知
・り

せ
ま
し
ょ・
qt

＠
断
MmF術
を
し
ま
す
と
卜
人
は
わ
り
と

な
し
く
な
り
ま
す
．
奴
似
さ
ん
に

ω期
間

・
6
ヵ
月
以
内

（
8
月
別
日
以
内
）

川
利
率
－
M
%
（
信
用
保
証
な
し
）

間
償
還
方
法

・
取
級
金
融
機
関
の
例

に
よ
る
。

附
取
級
期
間
・
同
年
2
月
初
日
か
ら

3
川
幻
自

け

乎

統

町
民

（
X
は
商
工
会
長
）
の
認
定
昨

を
添
え
て
取
ぬ
い
食
品
問
機
関
に
瓜
彼
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

却
制
に
つ
い
て
は
役
場
産
業
課

（宮

3
1
1
1
0
0内
田
）
ま
た
は
、
賄
工

会
（
宮
3
H
2
2
8
0
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
し
ま
し
ょ
う

同
年
度
犬
の
登
録
と
注
射

近
い
場
叶
で
受
け
て
く
だ
さ
い
e

O
4
け
9
H
｛トホ
）

9
・・
ω
1
0
・川町

eu品川公
J
U
L

前市山”

ー

；

l

f

j

：1
1
1

ハU
内

u

’S
川

υ

・・2
た
J
マ
ι‘n
JF
E
L
I
H
H
，

i

l

t」
V
I
I
－
a
．
内
リ

日
L
r白
田
町

μ
UV
4
4
・H川
よ
”

日・

ωー
は
－

m
農
協
紘
一
川
文
刈
的

。4Hけ叩
け

（全
）

9
・別
1
叩
・
却
農
協
市
川
凶
h
l

式日的“川

口
・
川
1
U
－
m
H・h
向
日耐
え
刈
的

。4川口
日

（川
）

9
・却
1
日－

m
農
協
山
崎
支
所
前

日
・卸
1
H
・却
大
家
山
農
協
H
川

0
4
川
H
U
（火
）

他
日
は
あ
ち
－
』
ち
に
畳
間
で
も
ヲ
す
附

凶
い
林
や
、
ね
つ
か
な
い
凶
ん
ば
泊
が
あ

m

り
、
よ
く
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
・
カ
ワ
ウ

叩
ソ
が
山
山
て
人
を
化
か
し
た
も
ん
だ
と
羽

町
入
の
山
在
は
い
う
。

一
羽
入
の
小
川
の
川
山
川
市
似
に
山

何
十
・山
を
枇
く
し
た
よ
う
に
比
え
る
小
高

岬
い
山
が
あ
る

町
そ
こ
に
よ
く
キ
ツ
ネ
の
綜

岬
と
リ
カ
山
た
u

向

ポ

カ

ッ
、
ポ
カ
ッ
と
よ
く

目
出
た
も
の
だ
c

一
存
一
は
カ
ス
ミ
で
ば
ん
や
リ

出
し
た
山
政
に
、
反
は
き
ら
め

～
〈
爪
と
競
う
よ
う
に
、
秋
は

山
川
阪
の
ス
ス
キ
の
山
い
絞
め

で
め
い
間
よ
り
両
か
ら
点
へ
列

…
を
作
り
、
時
に
は
点
か
ら
凶

山
へ
と
キ
ツ
ネ
の
綜
ど
リ
行
列

時

一
が
山
山
た

mA
 

川

村

の

必

れ

か

が

こ

れ

を

見

町

一
つ
け
る
と

「そ
れ
勺
・

キ

ツ

ネ

一

一
の
紘
ど
り
が
山
た
ぞ
」
と

叫

…

町
『
写
真
中
央
が
鎌
ど
り
の
J

叩

…
f

出
る
山
（
一
－
一
”
の

Z
）

」

山

i
j
i
f
i
j
3
3
1
1
i
i
t
if
t
i－
－

t
i
t
i
f
f－
t
L
 

内

3
n
u
n
o

I 56 

小走

護室
正長

(6) 

よ
る
2
月
日
日
に
聞
か
れ
た
区
長
会

に
お
い
て
、
同
年
の
区
長
会
長
に
小
林

義
正
さ
ん
（笹
川
）が‘

－制
区
長
会
長
に

臼
本
必
一
さ
ん

（泊
l
区
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

広
報
「
あ
さ
ひ
縮
刷
版
」

販

売

中

広
報
創
刊
サ
か
ら
抑
号
ま
で
の
す
べ

て
を

一
ペ
ー
ジ
伐
ら
ず
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
（
一

冊
2
下
蜘
円
）

一
家
に

一
冊
、
町
に
附
す
る
な
に
か

の
と
き
に
便
利
で
す
。
注
文
申
込
み
は

役
場
総
務
課
へ
。

' 

”o，，’・．．．． ．

9

・ω
1
H

・∞

0
4
月
げ
日

｛金
）

ぅ
’u
・ハV
！

h

’qu
・H
V

2
1
n
u

，
』

H
U
下
A
1
江
公
民
館
前

商
工
会
前

※
注
意
事
項

。
什
料
金
は
、
次
の
と
お
り
で
す
ω

官
U
M
F
数
料

2
・0
0
0
川

作

射

料

1

・0
0
0
川

杭
射
消
市
交
付
千
数
料

3
0
0
川

卜
へ
の
な
れ
た
人
が
巡
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

生
後
3 
必カ
ず月
受以
け上
さの
せ犬
ま lま
し
よ
ヴ
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－
愛
の
献
血
・

協

力

者

芳

名

｜

1
月
実
施
分
｜

宮
崎
地
区

必
義
治
科
、
．
M
谷
wm刷、

水
M
m夫
、
が
義
陥

f
、
大
浜
消
光

笹
川
地
区

小
林
災
也
、
勝
問
夕
美
、

折
谷
安
博
、
勝
川
誠

一

泊

一
区
背
本
金
五
日
、
新
聞
訓
、
近
江

和
夫
、
萩
原
Mm叶
、
治
水
剛

一
、
必

沢
久
夫
、
山
い
川
削
帥
肺
炎

泊
二

区

長

涼

一
本
、
制
撤
年
明
、
同

本
附

f
、
川
中
秀
犬
、
山
間
義
光
、

財
川
良
子
、
魚
住
知
H
f、
佐
波
梢

f
、

川
村
正
人
、
水

aM美
保

f
、
秋
－
r
山口

涼
之
、
下
沢
ゆ
か
り
、
新
削
除
虫
ぶ
縦
、

大
久
保
忠
美
子

泊
三
区

迫
分
京
イ
、
小
川
荘

一
、
．長

谷
昭
子
、
松
崎
山
作
刈
、
高
橋

m…美、

川
村
成
子
、
小
村
義

一
、
縁
関
敏
チ
、

憎ん…
坂
昭
士
、
肘
波
去
作
、
竹
中
子
氏
、

松
下
茂
、
小
時
三
千
子
、
河
村
治
、

制
門
村
志
乃
生
、
大
和
博

五
箇
庄
地
区
西
村
好
，
十
、
谷
フ
ミ
チ
、

南
茂
唯
洋
、
高
’
品
美
恵
子
、
松
井
真

由
美
、
舟
見
恵
一

さ報－ －－－－ あ

政相談
第l、3火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上嘉一（宮 3-0050) 

昭和32年 8月88 r← 
M3樋 郷便物u>.可 IL>. 

ご案内相談ごと

ム行
日時

場所

相談員

J
V
U
H
J
J

．43
3
4
h
j
t
 

南
保
地
区

東
久
美

f
、
谷
U
知
江
、

長
谷
栄
イ
、
長
谷
佐
和

f
、
中
村
和

彦
、
米
，
K
H央
一

山
崎
地
区

名
上
numum－叶
、
秋
山
附
美
、

ek泳
、
ぇ
み

f
、
久
我

u出
犬
、
久
我

U
省
進
、
行
尚
治
幸
、
鹿
能
…
忠
司
、

辻
栄
哲
男
、
同
附
禿
山
川
、
水
野
利

一

大
家
庄
地
区
村
上
消
品
、
庁
木
敏
靴
、

縦
訓
義
弘
、
沢
井
志
美
子
、
背
水
時

イ
、
古
田
康
問
、
川
瀬
実
、

hU
六
広

明
、
水
井
康
治

（門
名
）

新
着
図
書
案
内

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

山
山
県
書
道
人
志
高
山
県
書
道
連
山

日

本

の

童

画

日

巻

第

一
法
統

美

し

い

日

本

初

巻

世

界

文

化

社

文
化
史
世
界
の
国

M
巻

議

談

社

日

本

の

街

道

集

英

社

折

口

信

夫

会

薬

中

央

公

諭

社

原

色

北

陸

の

花

熊

木

義

一傍

31 
巻

事

ム人権法律相談

時 3月17日（刈
午後 l時～午後4時

朝日町福祉センタ一

人権擁護委員

上回憲二（宮 2-0127) 

在国祐芳（宮 2-2164) 

草野三郎（宮 2-1034) 

A心配ごと相談

時毎週火曜日

午前10時～午後3時
朝日町福祉センター

（宮 3-0756) 

日

場所

相談員

日

花

の

れ

れ

山

附

小

こ
ん
な
人
生
も
い
い
も
の
ど山
向
橋
三
千
制

定
叫
り
い
濃
の
生
山
内
は
山
崎
市

生
き
て
ん
μ
り

ち

ゃ

ん

小

山

学

館

（は
人
の

f
の
付

・
が
ん
闘
病
記
｝

や
せ
た
い
人
は
食
べ
な
さ
い鈴
木
そ
の
子

炎

の

泌

牧

砧

よ

れ

一

間
注
い
だ
ら
け
の
ク
ル
マ
選
ぴ
別

他
大
午
ト
何
一
何
一

市民
川
太．中
γ
・記

日

巻

池

一

波

正

太

郎

首
い
ろ
の
．以

上

下

船

山

総

神

神

出

村

古

川

良

銀

の

館

上

下

・
水
井
路

f

遠

前

立

松

判

守

山

川

・

治

部

西

村

心

付

行

な
ん
と
な
く
ク
リ
ス
タ
ル
問
中
康
夫

迷

燃

の

品

。

泡

坂

安

夫

優
し
い
密
室

栗

本

金

…

第
三
の

女

夏

木

紳

チ

蝋

鈎

の

孤

西

村

寿

行

"' ．‘ 

－~ "' ,. ~ 九
h い目。、.. ~ 

戸片

A交通事故巡回相談

①日時第3月曜日

午前10時～午後3時
黒部市中央公民館

第3水曜日

午前10時～午後3時

県魚i章総令庁舎内
魚津地方県民相談室

t義

場所

②日時

場所

Iな
if 

お
ぬ
で
危
と
お
《
mv
み

（昭
和
同
年
2
月
日
日
現
在
）

お
す
ニ
や
か
に
（赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

背
宇
野
伸
昭
長
女
未
来

古

回

諭

長

女

裕

子

石

川

賢

二

長
男
点
英

下
湾

達

忠

長

女

姥

チ

舟

見

栄

長

努

英

太

桐

井

正

志

長

男

和

樹

篠

田

和

美

長

女

幸

恵

永

井

察

隊

長

男

篤

史

日栄市が1幸幸宰

東 ー二水
山町町 Ill町町町町

月

郵
便
局
だ
よ
り

転
居
届
は
郵
便
局
に
も

転
勤
な
ど
で
転
居
さ
れ
る
こ
と
の
多

く
な
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

転
居
さ
れ
た
と
き
は
郵
便
局
に
も
転

居
届
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。

転
居
届
の
用
紙
は
郵
便
局
の
窓
口
、

町
役
場
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。郵

便
物
が
誤
っ
て
配
達
さ
れ
た
場
合

に
は
お
手
数
で
す
が
そ
の
旨
を
適
当
な

辻

岩

崎

赤

川

直

次

長

男

亮

次

殿

町

初

悶

文

男

二

女

恵

美

子

下

山

新

清

水

寛

二
女

絵

里

お

く

や

み

笹

川

平
柳

一
区

与

野

高

畠

高

畠
辻

岩

崎
越

山

崎

新

七安水館大迫南竹

i事遠野間森分部内

（死

亡

）

武

芳

（臼）

ち

ゃ

（別）

と

き

（部
）

ち

よ

（邸
）

私

か
（れ）

よ

り

（臼
）

夏

子（
日
）

ま
つ
い
（
制
）

紙
に
書
い
て
郵
便
物
に
は
り
近
く
の
ポ

ス
ト
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
の

こ
の
場
合
単
に
誤
配
達
F
暑
か
れ
た

だ
け
で
は
ど
の
家
に
誤
配
達
さ
れ
た
の

か
分
か
ら
ず
再
度
閉
じ
所
に
配
達
し
て

し
ま
っ
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
お
宅

の
住
所
氏
名
会
醤
き
添
、
え
て
く
だ
さ
い
。

E一言.－：＠；~11掴
を士会編祉のためにと、次の方々

から害事愈の預託がありました。

r:>僑 向町 とく名さんより朝日ポ
ランティア友の会へ指定寄付

10,315Pl 
金井賞登さんより

7,000円

r:>平柳 南部正ー さんより亡母ち
やさんの供獲のため、｛＇｝典返し
の一部 30,000円

r:>務ミ川

(7) 
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厳
し
い
寒
さ
を
つ
い
て

ピ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

昨
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
今
回
で
3
回
目
、

2
月
M
日
、
お
日
の
2
日
間
に
わ
た
リ

お
チ

l
ム
が
参
加
し
、
厳
し
い
火
、
さ
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
字
ど
お
り
寒
い
時
で
も
予
が
痛
く

な
く
、
突
指
し
な
い
と
好
評
で
し
た
。

（火
、い
と
き
に
は
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

を
峨
め
て
か
ら
空
気
を
人
れ
、
使
削
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
J

さ報・…・・・……あ

成

績

。
男
子
（
四

O
才
以
上
）

①
川
崎
体
協

．

一

谷

誠

水

仏

的

犬

河
内

J
m
H

加
繰
久

一

加
縦
十
兄
竹
谷
節
夫

②
ト
レ
ー
ン
ク
ラ
ブ

山

本

叫

道

則

和

弘

繍
山
三
川

山

一礼
修
山
崎

松
原
勝
義
打
点
利
夫

。
女
子
（
四
O
才
以
上
）

①
他
山
峡
什
除
機

．れ
什
什
多
叫
川

f

・・....昭 ~li 3？茸 8月8B .... . • .. fナ
’~3 樋’~1壁”~司 IL>.

民
ム
川
、

L

L

t

j
ノ

l

J

住
吉
千
鶴
子

藤

井

光

子

②

幸

町
広
図
み
な
子

寺

崎

和

子

備

清

江

。
女
子
会
一
一
九
才
以
下
）

myu白
一
崎
体
協
A

長
津
優
子

加
藤
睦
子

②
昆
崎
体
協
C

浜
田
富
久
江

加
藤
英
美
子

光
主

ち

い

石大
橋野

ク
ニ
直
美

米
丘
二
三
子

大

井

啓

子

大
浜
佳
代
子

扇

谷

悦

子

竹
谷
美
智
子

佐
悶
み
ど
り

ス
キ
l
競
技
成
績

第
お
田
町
民
ス
キ
l
大
会

小
中
学
校
ス
キ
｜
記
録
会

。
小
学
校
の
部

（
5
年
男
子
）

①
小
林
岳
史

②
街
谷
四
瓦
六

h
u〆
、L
‘い

H
U
目
じ

丹、
パ
サ
ネ
手
－

a

（
5
年
女
子
）

①
水
日
向
静
t
k
H

②

政

辺

志
保

②
折
谷
希
代
ん

（6
年
男
子
）

①
勝

目

稔

②
南

部

判

一

③
山
水

信五円

（

6
年
女
f）

①
木
村
知
H
，f

事l：笹 南y
j

S

吋

令
－

一

山

側

凶
悦

怖
い
川

大砕jfを

空似川 ｛呆

29 28 27 
秒紗秒
0 2 9 

ー

！
 
1
 
1
 

盲
目
A
E
H
V

2
釈
4

2
小
y
・3

q
ι
s
b1
t
、

？
T
r
y
－〉

つ’M
岳

T
t
‘

unjy
、，，

内

L
a
f
，t

on小
タ
・
〉

？
u
s
f
z
、

0
0
4
Y
3う

つ
釦
多

f
E
t

J
E

，．
 ・・4

pb小
Y
3

内

L
t
1
，R

＠
小
林
美
代
子

③
大
菅
あ
ゆ
み

。
中
学
校
の
郵

（
男
子

一
部
）

m薪
谷

大

介

＠
仏
関
和
徳

①
員
湾
美
樹

（
男
チ
二
部
）

m高
島

修

所

道

内

毅

③
名
古
屋
幹
恨

（
女
子
）

mw合
口
雅
子

②
竹
内
由
起
子

③
竹
内
千
里

。
一
般
の
都

（成
年
男
チ
A
一
部
）

①
山
子
悶
賢
造
南
保

②
坂
疎
い
い
川
知
H

南

保

＠
小

谷

博

泊

三
区

（成
年
男
子
B
一
部
）

①
緑
川
義
弘
大
家
比

②

清

水

満

泊

三
区

③
山

本

茂

山

崎
笹
泊
Jll 

泊 j白泊小
川
中

泊

中

小
川
中

ノj、泊泊
Jll 
中中中

氏
u
hタ
’
A

2
4
I
 

R
U
れ
タ
の
ru

の
4
ε
f

中中中

お
秒
7

Q
U
L
U
F
ヲ’

？“

tq

・t
m秒
5

（成
年
男
子
C
一
部）

①
藤
沢
義
弘
大
家
庄

②

沢

本

勇

大

家

庄

③

深

松

博

幸

笹

川

（成
年
男
子
D
一
部）

①
篠
沢
静
夫
大
家
庄

m遊
沢

道

夫

大

家

庄

③

折

谷

隆

夫

笹

川

（
成
年
男
子
A
二
部
）

①

水

野

勉

（
成
年
男
子
B
二
部
）

①
水
野
清
隆
大
家
庄

②

西

国

重
和

大

家

庄

③

中

島

清

安

南

保

（成
年
男
子
C
二郎
酔）

①
西
島

義

弘

大

家
庄

②
勝

岡

正

笹

川

③
長
津
孝
司
泊
二
区

｛成
年
男
子
D
二
部）

①
長
原
征
男
大
家
庄

＠

泡

下

茂

大

家

庄

③
古
野
幸
夫
大
家
庄

（女

チ

）

①
広
田
容
子

汎
秒
8

詑
秒
7

3
b
v
l
 

q
J
s
f唱
』

制
秒
1

民
v
bタ
ミ
J

q
J
a
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、

ぬ
秒
4

日
秒
0

初
秒
6

幻
秒

o

a
a
τ
L
F
B
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z
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b
l
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s
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お
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3
h
y
z
J
 

内
〆
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a
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今

J
ι
y
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q
L
a
b
・4｛

R
U小
Y
喝〉

n
L
Z
＋
a
E
 

引
秒
4

q
J
I
ν
F内
L

つ－
s
f

お
秒
8

M
紗
0

ハU
l
u
F
3
3

内

J
A
－－、

m

，，ιy
‘，
 

qus干
4

A
3
L
U
7
3》

q
u
b
t
u
 

－
A
小
夕
、
，

q
d
s
f《
．

内
〆
hE
j
v

’’
’r

q
J
晶
E
F

t

2
小

Y
9

今

J
zf

伺，fL
U
Y

、．，

つ’u
L干
rr

ooι
夕
、
3

内ノー－

sb
，，、

武
U

小
y
－〉

q
L
s
f
t
、

単
簡
庄

ス

ポ

ー

ツ

傷

害

保

険

の

で
な
く
、

子
ど
も
会
‘
婦
人
会
、
地
滅

加

入

手

続

は

早

め

に

の
ク
ラ
ブ
等
で
叩
名
以
上
で
あ
れ
ば
加

人
で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
事
故
で
の
心
の
負
担
を
軽

く
し
、
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
朝
日
町
教
育
委
員
会

（
宮

2

U
H
－

－

0
4）

ス
ポ
ー
ツ
州
問
答
保
険
の
保
険
期
間
は

4
川
l
H
か
ら
判
年
3
月
別
H
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
継
続
の
ト
刀
で
も

改
め
て
加
入
手
続
が
必
要
で
す
か
ら
午

め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
同
体
だ
け

郡
民
体
育
大
会
ス
キ

lm技
会

(8) 

。
一
般
の
錫

（
青
年
男
子
一
部
）

②
宇
田

賢
造

（
成
年
男
子

一
部）

①

清

水

満

（
壮
年
男
子
一
部
）

②
深
松
惇
幸
①
折
谷

武
彦

夜
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

実
施
要
領

。
期
日
3
月
M
日
（
火
）
か
ら

｝

i

（
】

v
q
O
門口
H
困

3
月
初
日
（
木
）
ま
で
｝

｜

O
試
合
開
始
は
午
後
7
時
加
分

2
2
場
町
民
総
合
体
育
館

。
参
加
資
格

O
朝
日
町
に
住
所
歩
肴
す
る
も
の
又

は
、
勤
務
す
る
も
の

O
ス
ポ
ー
ツ
傷
家
保
険
に
加
入
し
て

い
る
こ
と

。

多

加

費

一
組
一
、

0
0
0円

。
鶴
技
方
法

O
ダ
ブ
ル
ス
戦
と
す
る

O
男
子
の
部
、
女
子
の
部
を
設
け
る

0
9
点
3
セ
ッ
ト
マ

ッ
チ
と
す
る

。
申
込
み

町
民
総
合
体
育
館
へ
所
定
の
用
紙

に
必
要
挙
取
ま
記
入
の
？
え
、
参

加
費
を
添
え
て
申
込
む
。

。
申
込
締
切

3
月
幻
日

（日
）
午
後
3
時
ま
で
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難
聴
を
防
ご
う

バ
は
、
私
ん
わ
か
的
鍬
を
川
川
る
た
A
引

に
紋
’

υ民
裂
な
総
－U
で
、
よ
く
聞
こ
え

る
バ
を
も
っ
－

z－は、
社
会
生
川
に
欠

4

く
よ
と
の
で
き
な
い
条
件
で
ナ
ー

ば
の
締
法
は
、
外
．
H
H
、
小
．判
、
内
．HH

お
よ
び
踏
切
党
神
経
か
・
り
な
，，
て
い
ま
す

か
、
よ
れ
・り
の
ど
二
か
に
附
れ
け
が
幻
こ

る
と
聴
力
じか
叫
卜

L
．
ま
た
は
全
然
附

．－
・え
な
く
な
リ
ま
す
，

さ報..・ e・－・ー・…あ

難
聴
の
原
因
と
対
策

鮒
聴
の
服
凶
td何
度

L
い
ろ
い
ろ
で

』

1

白
①
耳
垢
栓
塞

ば
あ
か
が
大
川
地
に
た
ま

一
ゥ
て
M
m
H
H
泊
を
ふ
包
・ぐ

一
②
耳
管
狭
窄

か
ぜ
や
、
ア
デ
ノ
イ
ド

一
の
た
め
、
斗
符
の
内
慢
が
腫
れ
て
安
心
A

一
の
泌
リ
が
必
く
な
っ
た
状
態

一
③
中
耳
炎

外
日
か
・
り
の
刺
激
や
、

か

一
ぜ
か
・
り
必
股
の
内
側
に
炎
位
を
お
こ
し

一
て
聴
力
か
此
一卜
し
た
場
介

一
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ

一
の
治
療
を
り
7
こ
と
に
よ
っ
て
聞
こ
え

一
る
よ
・
7
に
な
リ
ま
す
。

一
④
老
人
性
灘
聴

こ
れ
は
聴
力
の
い
災
え

た
む
の
で
、
汗
泊
ω
J前
後
か
ら
始
ま

リ
ま
す
が
、
例
人
庄
一
か
ト人
き
く
、
桁
い

叫
か
ら
ん
し
身
の
主
化
を

F
仙
ナ
る
・
－
L

－

いか
大
切
で
す

⑤
職
業
性
慾
聴

強
い
指
針
が
絶
え
な

い
職
場
て
働
い
て
い
る
と
、
斤
ト
か
内
．H
H

の
聴
伸
討
を
刺
激
し
て
お
・
－
る
も
の
で

ニ
の
場
介
は
峨
州
場
転
換
に
よ
っ
て
、
騒

山
け
か
ら
必
ざ
か
る
よ
り
外
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
そ
の
他
の
簸
聴

ス
ト
マ
イ
な
ど
の

刷
作
川
に
よ
る
慨
聴
や
、
脳
川
沿
血
‘
脳

純
似
な
ど
聴
神
科
が
い
以
さ
れ
て
お
・
｝
る

線
終
も
あ
り
ま
す

・
片
山
の
機
脳
同
は
、
出
削
崎
山ωを
仙
川
す

る
と
あ
る
叫
佐
川
が
足
せ
ま
す
，
し
か

し
補
聴
総
は
、
叫
以
股
の
航
れ
た
中
・．H
H
性

の
鮒
時
に
は
品
川
県
が
あ
り
ま
す
が
‘
内

U
H
の
聡
神
対
の
侠
忠
に
は
全
然
効
川
水
の

弘
い
州
場
合
が
あ
り
ま
す
、

光
．
火
作
の
ろ
・
7
唱
を
除
い
て
は
、
胤
時

脳
同
は
a柄

%
の
併
発
と
し
て
お
こ
る
の
で
、

も
と
に
な
る
病
気
を
H
tく
治
す
－
｝
レ
』
が

大

ωで
す
，

三
月
三
日
は
「
耳
の
日
」
、
こ
の
機
会

に
山
中
門
似
の
検
伐
を
受
け
て
、
い
つ
も

よ
く
聞
こ
え
る
．H
H
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
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定期日以外でも保健
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ているときは相談を
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一
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I
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ト
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寸
，一

定

期

憧

康

相

談

予防築種防

婦
人
が
ん
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

がんは定期検診で

予防でき る．イノ

成
人
病
予
防
研
修
会
開
催

作
婦
人
が
ん
ゼ

ロ
．
連
動
ゆ
に
ち
な

む
成
人
望
み
叫
婦

人
の
が
ん
」
研
修

会
が
、

2
月
刊
目
、

朝
日
町
中
央
農
協

会
館
に
お
い
て
、

町
内
の
婦
人
会
員

な
ど
約
問
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま

’’～
。

紋
初
に
、
映
幽

「乳
が
ん
の
自
己
診

断
法
」
を
鑑
賞
の
あ
と
、
県
立
山
中
央
病

院
産
婦
人
科
医
．k
・
舘
野
政
也
先
生
の

「r
T
人
的
が
ん
で
亡
く
な
ら
な
い
た
め
に
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
わ
か
り
や
す

一

一

－

O
ノ

O
ノ

一

、／

、／

一

セ

セ

－

健

－
業

↑

保

一
農

一

ハU

一

向U

ハU

一

H
U

一

ハU
一

ハU
n

u

－
n
u

－

－一I
Z

一

工
一

一

～
一

～
ι

～
一

～

一後
加
一後
川

↑後
川
一後
川

－午
l
一午
l
一午
l
↑午
l

＠

一

⑧

6

一

氏

鶴
演
の
要
旨

婦
人
特
有
の
チ
宮
が
ん
は
、
0
期
か

ら
4
期
に
区
分
さ
れ
る
が
、
そ
の
進
行

状
態
に
よ
っ
て
治
療
も
異
な
る
。

0
期
に
早
期
発
見
す
る
と
治
療
率
は

．h打
、
手
術
時
間
、
治
療
日
数
等
も
一
初

期
間
で
消
む
が
、
自
覚
症
状
が
出
現
し

て
か
ら
で
は
手
遅
れ
に
な
り
や
す
い
。

早
期
発
見
の
た
め
の
定
期
検
診
は
、

初
代
で
年
l
凶、

ω
1印
代
で
は
年
2

凶
の
検
訟
が
望
ま
し
い
。

側
々
の
は
覚
に
よ
り
、
楠
極
的
に
集

同
検
診
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

ヲ＠
。4月の休日救急診療当番医

58（日） 九川病院 ！宮 3-3391 

ー一ト事圃ー一ーーー一－ 司一一
12日（臼） ぶ野病院 ft 2ー1135 

19日（日） 伊東病院 宮 3-0504 

26日（臼） 高桜医院 宮 2-0010 

29日（祝） 楠 医 院 宮 2-0791 
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。者死（本年累計数件2月の町内交通事故


